
メタル心線対照器（ALT-CI270）
『スピードアップ仕様』 取扱説明書

１．概 要
メタル心線対照器は、ＡＬＴ－２４からアナログ回線等へ送出した２２０Ｈｚおよび
２７０Ｈｚ信号を、非接触／静電誘導方式で検出し、回線の線番Ｌ１、Ｌ２を対照する
装置です。対照結果は打合せ回線を通じてＡＬＴ－２４に送信され記録されます。
スピードアップ機能により、従来の約半分の時間で対照可能です。

本器のスピードアップ機能は、ＡＬＴ－２４の対応が必要です。
必ず対応したＡＬＴ－２４と併せてご使用ください。
対応していないＡＬＴ－２４では、正しく対照が行えません。

２．構 成

品 名 数量 記 事

メタル心線対照器 １

通話アダプタ １

直接対照用接続コード １ １ｍ 白ｸﾘｯﾌﾟ

イヤホンマイク １

急速充電器 １ 単３型ﾆｯｹﾙ水素電池 ２本付

３．仕 様

項 目 仕 様

検知原理 静電誘導、直接対照（直接対照用接続コード使用時）

適用回線 アナログ回線、ＩＳＤＮ回線、空き回線

使用温湿度 －１０～４５℃、 ９５％Ｒ．Ｈ．以下（但し結露しないこと）

電源 単３ニッケル水素電池 １本（アルカリ乾電池も使用可）
動作時間：１０時間以上（常温）

※０℃以下では動作時間が短くなります

寸法/質量 メタル心線対照器 219㎜×29㎜×31㎜（突起を除く）、 ７５ｇ
通話アダプタ 65㎜×50㎜×21㎜（突起を除く）、 ８５ｇ

材質/防水 ＡＢＳ、黄緑色（DIC10相当）、 防水性能規格 ＩＰＸ１準拠

- 1 -

！ 注意



４．各部の名称と機能

○各部名称・ランプ表示
検出ランプ：220Hzまたは270Hz信号を

[対照器] [表示パネル] 検出すると点灯
”白”点灯 感度オーバー

静電ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ”緑”点灯 適切感度
”赤”点灯 感度が足りない

Ｌ１／Ｌ２：受信した信号を判定し点灯

ブザー／電源：電源の入／切（長押し）
ブザー ﾌﾞｻﾞｰ音量変更（短押し）

感度／切替：感度が適切ではないとき
短押しすると、感度は自動
で調整されます

[通話アダプタ] 対照時のランプ動作
打合せ回線接続
時、ランプ点灯 検出ランプが連続点灯し

Ｌ１の対照 「Ｌ１」ランプ点灯
通話ON/OFF ⇒ALT-24「Ｌ１：○」表示

スイッチ

操作部を呼出す
※対照器が必要

です 検出ランプが連続点灯し
Ｌ２の対照 「Ｌ２」ランプ点灯

イヤホンマイク ⇒ALT-24「Ｌ２：○」表示

打合せ回線へ

５．通話ＯＮ／ＯＦＦスイッチの操作

会話する場合は通話アダプタの通話ＯＮ／ＯＦＦスイッチを
ＯＮ側にしてください。
スイッチをＯＦＦにしても、操作部からの音声は
聞くことができます。

ＯＦＦ側にすると
通話アダプタからの
音声が消音になります。
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Ｌ１⇒Ｌ２に自動送信切替り



６．センサの切り替え

１）付属の直接対照用接続コードを下図の様に接続すると、静電対照から直接
対照に切り替わります。

必ず通話アダプタを使用して打合せ回線と接続してください。

２）探りモード
束になったケーブルの確認など、信号を大まかに探る場合には
静電プローブ全体で受信する「探りモード」が便利です。
感度／切替 を３秒間押し続けると「探りモード」に切り替わります。

検出 探りモードのときは 再度 感度／切替 を３秒間押し続ける
検出ランプが と、「通常モード」に戻ります。
青色に点灯します。

７．電池残量と電池交換
ネジを外す

電池の残量が十分の場合は電源ランプ
が緑色に点灯します。
赤色に点滅、または消灯の場合は電池
残量がありません。
充電済みの電池と交換してください。

電池を交換する場合は右図のように、
電池蓋のネジを＋ドライバーで外して
ください。

・電池の充電は、付属の充電器と同じもので行ってください。
・電池の向きを間違えないように注意してください。
・電池の交換後は電池フタをし、必ずネジを締めてください。

防水性能が低下する恐れがあります。
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本 社 〒４６２－００４１ 名古屋市北区浪打町１－４４ ℡（０５２）９１５－１１１１

東 京 支 店 〒１０８－００１４ 東京都港区芝５丁目３２－８ ℡（０３）３４５３－４７７８

名古屋支店 〒４６２－００４１ 名古屋市北区浪打町１－４４ ℡（０５２）９１５－１１１１

大 阪 支 店 〒５５０－００１２ 大阪市西区立売堀２－１－１１ ℡（０６）６５３６－１７３０

８．対照の手順

１．対照する回線にＡＬＴ－２４から２２０ＨｚをＬ１に送信します。
⇒初回のみＡＬＴ－２４の 感度調整 ボタンを押してください。

２．プローブのカギ部にＬ１を引掛け、対照器の 感度／切替 を短押します。
⇒感度調整が完了すると、検出ランプが信号に合わせて”緑”点灯します。

３．対照器の感度設定は記憶されますので、以降の感度設定は不要です。

・静電ノイズ等で瞬間ランプが点灯する場合があります。
・周囲の金属物により感度が低下する場合があります。
・シールド付ケーブルは検知できません。
・静電ノイズ等でＬ１Ｌ２の識別ができない場合があります。
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対照時はプローブ先端および
付近５ｃｍ以内に指を近づけ
ないこと

お問合せは：

岩倉工場 〒４８２－００４１ 岩倉市東町江東１０－１

TEL（０５８７）３７－７７７１ FAX（０５８７）３７－７７６６

！ 注意


